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＊総合優勝 信篤ＦＣ    

ブロック別 優勝チーム 

Ａ ６年生(主体)  百合台 SＣ 

Ｂ ６年生(７人以下) 市川 KIFC 

Ｃ ５年生(主体) 市川真間ＳＣ 

Ｄ ４年生(主体) 南行徳ＦＣ 

Ｅ ３年生(主体) 市川ＫＩＦＣ 

 

第４回たけうち清海親睦ゴルフ大会 
 
  
第４回たけうち清海親睦ゴルフ大会が１１月１０日秋晴れの

中、鎌ヶ谷カントリークラブに於きまして２１８名の参加を頂き

開催いたしました。 
今年のゴルフ界も、昨年に引き続き石川 遼選手の話題で一年

が終えようとしております。プロとして最年少優勝記録を更新

し、一億円プレイヤーとなった１７歳の石川 遼選手は、最優秀

新人賞に輝きました。女子も、若手選手の活躍が目立ち、ゴルフ

人気とテレビ視聴率が共に上がってきているようです。たけうち

清海親睦ゴルフ大会も、市内各地域より昨年より多くの方々に参

加をいただき開催し、大会主旨でもあります親睦が図れたことと

思います。 
ゴルフは自然を相手に、ルールとマナーが厳しく、個人競技で

ありながら、７０代のおじいちゃんと小学生が同じ土俵で戦える

競技、こんなスポーツはゴルフ以外にはないと思います。そして、

今大会も誰が優勝するか分からないルール方式で行い、和気あい

あいの中での表彰式及び懇親会を含め、一日楽しんでいただく事

だ出来たと思います。 
  
 

たけうち清海ゴルフ実行委員会 
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第２５回竹内杯サッカー大会は、７月５日(土)に始まり、最終の決勝戦と

閉会式を行った７月２１日(月)まで、市内１５の会場にて試合が行われ、今

大会も２４クラブから９１チーム、１３２８人の選手に参加を頂き開催させ

て頂きました。 

大会期間中は天候にも恵まれ、各ブロックで白熱した試合が行われ、夏の

暑さを吹き飛ばすハイレベルな試合を観させて頂きました。また女子選手が

得点を入れるなど、大変感動した素晴らしい大会でもあったと思います。

さて、今年の北京オリンピックのサッカー競技に、日本はアジア代表とし

て男女共に出場しました。残念ながら男女共にメダルの獲得はなりませんで

したが、１２月１１日から始まった FIFA クラブワールドカップジャパン２０

０８へアジアの代表としてガンバ大阪が出場しており、優勝目指して頑張っ

て頂きたいと思います。また、本大会出場選手の中より、日本代表選手とし

て選ばれる事を期待したいと思います。最後に、真紅の優勝旗を勝ち取った

信篤 FC を始め、各ブロックでの優勝、準優勝のチームの選手、監督、コーチ

等各関係者の皆様おめでとうございます。 

来年は竹内杯サッカー大会も四半世紀の第２５回大会を迎えます。節目の

大会でもあり記念大会を予定しておりますので更に多くの選手の参加をお待

ちしております。 

大会会長 竹内清海

開かれた市議会へ 
 

 市民にわかりやすく身近に感じられる市議会を目指し、本年9月定例議

会より一問一答方式を歴史ある市川市議会が導入を決定いたしました。

今までは、議案質疑や一般質問は、複数の質問項目を最初から一括

で質問し、市の理事者が総ての項目について答弁し、再度、まとめて質

問し、答えてもらう方法を繰り返し行っておりました。9 月議会からはこれ

までの方式も残し、初回のみ総括質問で 2 回目より一問一答も選択でき

るようになりました。また、条例改正案などの議案についても一括審議に

変更し、個人の持ち時間から会派ごとに質疑時間を割り当てる方法とな

りました。 

一問一答制は議員が一つずつ質問するたびに、市側が答え議論が終わ

って次の質問に移るので、傍聴している市民にも議論の内容がわかりや

すくなることと思います。 

議会運営委員会委員長に就任した 19 年 6 月より議会改革の一つとし

て提案のあった今回の件は 11 回に亘り開催した委員会での議論の結果

20年 9月議会より、全議案一括議題と会派別質疑制・一問一答方式・電

子採決表示システムを導入することが出来ました。紆余曲折苦労もあり

ましたが、議会改革を通して、更に市民の皆様には少しでも身近に感じら
れる、開かれた市議会に向け努力して参ります。 

 

議会運営委員長 竹内 清海 
 


